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1. 活動の目的と目標 

深さ方向分析に関して困っている点を気軽に議論

できる場を提供し，問題の共有化を図ることを目的

に，主な手法を AES,XPS,SIMS として，2010 年 7 月

の第 36 回研究会から活動を開始しました．当面の

テーマとして，①高深さ分解能高感度 depth Profiling 

(DP)と②スパッタ深さプロファイルにおける界面

（位置，幅等）を取り上げ，表面分析研究会でグルー

プ討議を行っています． 

テーマ①は，物質・材料研究機構の荻原氏が提案

された分析法（第 35 回研究会ではデルタドーブ層の

高深さ分解能のプロファイルが紹介された．）で，今

後の AES の有望な方向性を示すものであり，私たち

が身に着けるべき有益な技術と捉えています．また，

「高深さ分解能高感度 DP を皆が活用できるように

なる」というのがこのテーマの目標です．ここでポ

イントとなるのがイオン銃の調整です．「究極の最適

化」と言えるほどの調整が要求されるということで，

現在は荻原氏独自の技術であり，まさに「匠の技」

となっています．高深さ分解能高感度 DP のための

イオン銃最適化技術を「皆の技術」へと一般化する

ことにより，高深さ分解能高感度 DP を皆が活用で

きるようになり，更にそれが「標準化」に繋がって

いくと考えています． 

テーマ②は，「界面に対しどのような定義があれば，

様々な試料に対応できるのか」を，実用的な観点か

らディスカッションしていこうというものです．最

終的に界面評価に関する定義リストとしてまとめる

ことを目標としており，「現場からの意見を反映した

実用的な ISO の規格作成」も視野に入れています．

まずは，界面評価に関するアンケートを表面分析研

究会のメンバーの方々にお願いし，現場の意見の抽

出から取り掛かろうとしています． 

 

2. 今回の討議内容と結果 

今回は主に，テーマ①に関しグループ討議を行い

ました． 

37 回の研究会でのグループ討議では，「各機関が

使用している装置の種類により調整方法が異なるた

め，ベストアライメントを得るには其々に工夫が必

要である．一度トライしてみよう．」という結論に至

りました．そこで，ion scan image による調整にトラ

イした結果を眺めながら討議を始めました．今回の

討議ポイントは，「匠の技」を「皆の技術」にするた

めの RRT に向けての装置共通のレシピ内容であり，

ion scan image による調整は全ての装置で可能か，最

適化できたということを何によって判断するか，

XPS ではビームの位置や形状をどのようにして把握

するかといったところで有意義な討議ができました．

以下の点を共通レシピに盛り込むことが結論されま

した． 

・各々の現状の調整法と「匠の技」調整法によるイ

オン銃の状態比較により，現状の問題点を各自が

把握することを最初の目標とする． 

・ion scan image で大まかな位置と形状の調整程度は

行う． 

・最適化完了はビーム径とビーム形状により判断す

る．「できるだけ小さい真円」が理想だが，楕円で

も良い． 

・XPS でのイオンビームの評価は別途検討．まずは．

AES を対象にレシピを作成する． 

・Spot ion beam を照射してビーム痕が判別できるよ

うにし，SEM 写真を撮影する． 

・手に入れ易い SiO2/Si で通常の深さ方向分析を行っ

て，深さ分解能を求め，イオンビームの状態評価

を行う． 

・提出してもらう結果は，depth profile data，深さ分

解能の値，ビーム痕の SEM 写真（各 2 種類の調整

法によるデータ）． 

 

3. 今後の活動予定 

テー名①では，共通レシピの完成とそれによる

RRT の実施を予定しています． 

テーマ②では，界面評価に関するアンケートの実

施を予定しています． 
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